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長崎県島原市有明町湯江丁3600



沿革

昭和13年3月 南高来郡深江村に長崎県種馬育成場創設
昭和21年12月 長崎県種鶏場創設
昭和26年6月 飼養形態の変遷に伴い島原種畜場と改称
昭和28年9月 深江村より現在地（元経営伝習農場）へ移転
昭和36年7月 島原畜産センター及び大村種鶏センターを供置し、試験研究の推進を図る
昭和46年4月 機構改革に伴い長崎県総合農林試験場畜産部として発足(旧畜産部、島原種畜場、種鶏場を統合)
昭和48年4月 機構改革により長崎県畜産試験場として独立
昭和57年4月 組織改正により養鶏分場(大村市)を畜産試験場本場へ移転統合
平成元年3月 生物工学研究棟を設置
平成15年4月 県内7試験研究機関を統括する政策調整局所管となる。組織改正により5科体制（酪農科、肉用科、

草地飼料科、養豚科、養鶏科）から3科体制（畜産環境科、大家畜科、中小家畜科）へ
平成16年4月 畜産環境科を企画・環境科へ変更
平成18年4月 科学技術振興局へ移管
平成21年4月 3試験場(総合農林、果樹、畜産)を再編統合し農林技術開発センターを設置(7研究部門と1管理部門

に再編)。畜産研究部門として、研究調整室、大家畜研究室、中小家畜・環境研究室を設置

組織構成 （平成23年4月1日現在：45名）

14.3
(1.6)

飼料畑
（うち放飼場）

1.4公衆用道路他

3.1農業大学校用地

13.7山林

5.2建物

37.7総面積

(ha) 敷地

立地、位置図

1.所在地 長崎県島原市有明町湯江丁3600番地
2.標高及び傾斜 120m、北北東
3.経緯度 東経130°20’ 北緯32°51’

敷地・自然条件

0.3℃最低気温

15.4℃平均気温

31.9℃最高気温

2,052mm年間降水量

自然条件

6.3（H2O）pH

埴壌土土性

2750リン酸吸収係数

非結晶火成岩（火山岩）母材

畑地目

土壌

1,134鶏

232頭豚

83頭肉用牛

22頭乳用牛

家畜飼養頭羽数

(平成23年4月1日現在)

畜産研究部門長 研究調整室

大家畜研究室

研究員1名 事務吏員2名
運転1名(嘱託員)、庁務1名(嘱託員)

研究員8名 畜産技術17名(うち嘱託員5名)

中小家畜・環境研究室
研究員4名 畜産技術10名(うち嘱託員1名)

所 長

（諫早市）

（畜産研究部門総合研究棟）

（一般公開と
第10回全国和牛能力共進会長崎

大会のマスコット、カサベコくん）



研究調整室

■畜産関係の試験研究の調整

■畜産技術相談窓口

■総務事務等

「農林業の生産から消費に至る農林業技術の研究開発による長崎県の活性化」

農林業の生産から加工・流通、消費までの先導的な農林業技術に関する試験研究・開発等
を行い、県内の農林業及び関連産業の振興に貢献し、県民生活の向上を実現する。試験研究
に際しては、本県農林業の発展の方向性や将来展望に沿いつつ、生産現場の課題解決に

直結し、かつ農林業者の実践に役立つ技術開発を行うことを理念に推進する。

第２次産業、第３
次産業との連携

農林水産業の
生産性の向上

「ナガサキブランド」
の確立

長崎ブランド・オリ
ジナル重点品目
の戦略的な技術

開発

革新技術開発へむけた基盤的研究の推進

環境保全型
農林業技術
の開発

異
分
野
融
合
の
推
進

資源利用・機能
性等に着目し
た新用途・新製
品の開発

試験研究の目標 理念 （キャッチフレーズ）

基盤技術の向上に
つながる研究開発

政策： 力強く豊かな農林水産業を育てる

①新技術導入による生産性の向上
②環境と調和した農林水産業の実現に資する
研究開発

③農林水産業の安定生産と付加価値向上に
資する研究開発

長崎県総合計画

ながさき農林業
・農山村活性化
計画

◆基本理念
「産業として成り立つ農林業経営」と「快適で住みやすく活力ある
農山村」の構築により、ながさきらしい農林業・農山村の発展を促し、
人が輝き、夢と希望に満ちた農林業経営の実現

◆基本目標
○農林業を継承できる経営体の増大
○豊かな資源を活用した農山村の活性化

長崎県農林技術
開発の推進構想

（一般公開） （研修会、講習会等）



大家畜研究室

肉用牛及び乳用牛の飼養管理技術の改善、バイオテクノロジーによる高能力牛の作出、
草地・飼料作物の生産・利用技術の開発を行っています。

■高品質な牛肉生産のための飼養管理技術

■肉用牛の早期肥育技術

■肉用牛の早期肥育技術「長崎和牛」ブランド強化のための牛肉品質推定技術

■乳牛の生産性向上のための飼養管理技術

■受精卵移植技術を活用した効率的生産技術

■放牧草地の造成技術

■飼料作物の生産・貯蔵・給与技術

■未利用資源の飼料化・給与技術

（受精卵移植による和牛生産） （体外受精による高能力牛の作出）

（おいしい「長崎和牛」と、ブランド強化）

（飼料作物の選定・普及）

（子牛の育成技術及び早期肥育技術の開発）

（放牧草地造成技術の開発）



中小家畜・環境研究室

安全・安心でおいしい豚肉生産技術の開発、対馬地鶏を活用した食味の良い特産鶏や高品質
な鶏卵鶏肉の開発、資源循環に根ざした家畜排せつ物の処理技術の確立試験に取り組んでい
ます。

■付加価値の高い豚肉生産技術

■良質鶏卵・鶏肉の生産技術

■アニマルウェルフェアーを考慮した畜産物生産モデルの構築

■家畜管理作業の軽減化技術

■家畜排せつ物の処理技術

（おいしい豚肉の生産）
（対馬地鶏を活用した、おいしい鶏肉の生産）

（地域未利用飼料を活用した豚肉の生産）（環境に配慮した豚肉生産）

（臭気低減のための技術開発）
（畜舎汚水の浄化処理技術の開発）






